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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日より、赤石陽介様が正式にデイケア利用開始。今後、毎週月･火曜日利用していく。

・個人情報アンケートをスタッフルームに置いておくので、13日までに各自記入し、提出のこと。

・インフルエンザが流行し始めているので、各自感染予防に努めること。

＜利用者様情報＞

· 赤石　陽介様～本日よりデイケア正式利用となる。デイケア利用日は毎週月･火曜となり(月曜外来受診)、それ以外は、以前より利用していた作業所(あゆみの会)にて清掃作業を行うとのこと。月曜～土曜まで｢夜の仕事｣をしており、朝4～5時帰宅、6時就床、8：30頃起床し、作業所へ通う生活を送っていたと話しており、｢先生には怒られるから言わないで｣と笑って口止めしている。12月下旬の急性胃腸炎術後より食欲不振があり、1/6昼から絶食とのこと。｢眠れないから代わりに酒を飲んでいる｣と話している。術後も日赤病院にて点滴をしており、本日もデイケア来所前に点滴をしてきたとのこと。固形物を摂取しようとすると嘔吐してしまうとのことで、野菜ジュース等から徐々に慣らしていくようアドバイスしている。本日来所時、体温37.2℃あり、｢急性胃腸炎がまだ完治してないからかなぁ｣と話されている。今後2～3月中に、椎間板を抜去する手術を行う予定となっている。

· 松川　順子様～定時になっても来所せず、連絡も無い為、本人の実家に電話している。｢今日も休みます。しばらく休みます｣と話される為、｢しばらく｣とはどの程度の期間なのか尋ねるが、押し黙っている。実家での状況を確認すると、｢母が入院して…｣とのこと。話を促すも、それ以上の説明は無い。大変な状況なのであればデイケア欠席は仕方が無い事、多忙な中スタッフから毎日電話が来るのも煩わしいと思うので、事前にどの程度の期間休むのか連絡いただきたいことを伝えると、｢とりあえず今週1週間は休みます｣と話されている。

· 清水　秋男様～青風荘スタッフより、1/5（土）本人・ご家族（兄様）とスタッフが同行しアパートの本契約を行なってきたと情報提供あり。今週、単身生活できる準備をしていくとのこと。準備が整い次第、青風荘退所となる。退所日については、再度連絡するとのこと。
＜青明者･グループホーム利用者様情報＞

· 佐藤　朗子様～雇用保険確認の為、青明舎へ来所。「今後、転職するかどうかまだ決めていません。寿楽荘にも出来れば辞めないで欲しいと言われているし、収入が減ると生活できなくなるし、とりあえず3月まで寿楽荘で働いて、働けるか様子をみたいと思います」と話している。

· 鈴木　茂子様～懇意にしていた友人が亡くなったことでの本人の精神状況について、姉様は｢表情も戻ってきたし大丈夫そうだ｣と話されている。

· 高柳　和子様～1/2定期訪問実施。大掃除をしたとのことで床やテーブルの上は綺麗だが、棚や障子戸には埃があるため棚なども掃除をするよう促している。体調について確認すると、12/25よりデイケアを欠席しており、寂しく気分の落ち込みもあるとのこと。12/25～1/2の間に、ラピアに1度出掛けただけで、その他は殆ど部屋で過ごしていたと話す。1/2青明舎で行なわれた行事（鍋パーティー）に誘うと参加。行事では、他者からの話しかけには返答しており、バランスゲームなどにも拒否無く参加している。

· 中村　茂　様～

· 村上　元道様～

· 関　秀治　様～

· 我満奈津紀様～乳癌のための手術・入院が今月の予定のため、本人の不安も高まってきている様子。1/4は23：00に就床したが、2：00には目覚めてしまったとのこと。以前から続けている、心境を携帯電話のメモにまとめることで、気持ちを落ち着かせていたという。青南病院以外の入院は初めてであり、まして手術は体験したことがないため、不安も強いとのこと。入院することで、同じ病気を抱える仲間と知り合えるかもしれないメリットを伝えている。入院時期は未定。今後本人に連絡が来る予定となっている。本日、青明舎の活動室を利用されている。

· 清水　泰雅様～特定相談支援事業所ベル・エポックに相談に行っているとのことで、進行状況を確認。受給者証が年末に発行されたとのことで、そのうちにベル・エポックへ相談に行くとのこと。青山荘以外は、就労継続Ｂ型支援事業所　ベル・エポックに見学に行ったとのこと。母親の就労への思いが強い様子あり、本人の気持ちを尊重していきたいことを伝えている。本人へ、次の目標を立てるまでは今ある目標を達成出来るように努力していくよう伝えている。

· 中居美津子様～室内は前回訪問時よりも片付けられているが、ストーブ横のエレクトーンの上には細々したものが山積みになっており、崩れ落ちそうな危険な状態である為、火災の危険について説明している。以前より飼育している猫については、まだ大家に話していないとのこと。「急ぐ話ではないと思う…」と繰り返し拒否している。スタッフより再三にわたり、ペット可の物件ではないため大家から退去命令を出される可能性も考えられること、自分から報告するのと大家に指摘されてから報告するのでは印象が違うこと、地域で暮らすのであれば社会のルールを守ることは重要であることを伝えている。本人は表情を硬くして話を聞いているが、理解については乏しい様子。

· 大石　清志様～認知症症状の影響等から、日常生活の様子など確認していきたい為、本人と相談し、今後毎週日曜日11：00～青明舎の訪問利用となる。

＜事例検討＞

平　京子　様　48歳　女性　　統合失調症、脂質代謝異常症

入院歴
H10.3.19～H10.10.13　　八戸赤十字病院

H16.4.26～H20.6.2　　　　青南病院

治療歴
H10.10.13～H11.3.9　　　八戸赤十字病院通院

H20.6.1～H22.11.30　　　青山荘

H20.6.2～　　　　　　　　　青陽館デイケア

長期目標

病状を崩さない為に、継続した通所利用と服薬管理を行う。
バランスの良い食事を心がけ、コレステロール値の改善を図る。
中期目標

生活リズムを整え、服薬管理をしっかりと行い病状の安定を図る。
プログラムへ積極的に参加する。
栄養指導での指導内容を参考にし、食生活の改善に努める。

短期目標
服薬の必要性を理解し、忘薬しないようにする。
苦手なプログラムへも参加出来るようにし、プログラム内容に不満がある場合はスタッフへ話す。
脂分が多く含まれる食材や食料品の摂取はなるべく控え、マヨネーズ等の使用量も減らすようにする。
現在の症状
· 以前、自身で薬を調整していたことはあるが、現在は無く、忘薬も無い

· 統合失調症、脂質代謝異常症、いずれも病識は薄い

· 食事内容に改善が見られない(インスタントラーメンが多い、食事内容がハイカロリー)

· 入浴はデイケアでの火･木のみ

· プログラム内で消極的な態度や拒否的な態度が見られる事がある

· 脂質について指摘を受けてから、1度に食べる量が6枚切り食パン1/2枚になった(1.5枚/日)

· 性的発言･異性への拒否がある

· 他メンバーより、本人が飲酒しているとの情報あり

検討結果
計画継続。薬の必要性を理解させるのではなく、調整や忘薬の無いよう、本人が拒否しない程度に確認していく。また、食事改善について、継続して声かけを行っていく。飲酒行動については、情報源が特定され易く対人面でのトラブルを引き起こす可能性もあることから、本人に直接確認はせず、プログラム内で、薬との飲み合わせに関する知識や話の流れで話題に取り上げてみる。

＜外来患者様情報＞

· 繁名　和恵様～定期のハロマンス筋肉注射実施後、青山荘に戻った本人から｢注射をしたから生理がきた｣と電話がある。注射によって生理は誘発されないことを説明すると｢そうなんですか｣と納得される。

· 森田　清助様～禁煙は続いており、辛いと思う事もないとのこと。

· 大石　清志様～朝･昼･夕の薬を間違えないで服用するよう、主治医から指導を受けている。

· 我満奈津紀様～乳がん手術の為、今週か来週に八戸市民病院へ入院予定。本日3週間分の処方を受け取ったが、来週入院となると不足するため、その際はまた来院するとのこと。
· 寺沢　　彩　様～幻聴はあるが、気にしないようにしているとのこと。処方の変更はない。

· 植村　廣隆様～就職活動をしているとのこと。スーパーのレジ打ちを考えていると話している。
· 磯島　貴広様～｢明日からデイケアに行きます｣と報告されている。
· 赤石　陽介様～｢栄養失調なんです｣と話し、現在も日赤病院にて点滴を受けているとのこと。仕事をしていることや、体温が高いことの報告はしていない。
正月中帰省。家族には定期的な服薬と自信を持ってもらえるような関わり(小さな事にも｢ありがとう｣と伝える、褒める)を依頼。良い表情で戻って来られている。








